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放射線と放射能の単位 

この岩には 
放射能 

（放射線を出す能力） 
があります。 

ベクレル（Bq） 
放射能の強さの単位： 
1秒間に1個の割合で原子核が変化する
(壊変する）＝1ベクレル 

はじめに 

シーベルト（Sv） 
人が受ける放射線被ばく線量の単位： 
放射線影響に関係付けられる 
 

放射性物質 
サーベイ 
メータ 

　放射線は目に見えず、においもないため、人間が五感で感じることはできません。
しかし、測定することが比較的容易という特徴があります。
　最近よく見聞きする ｢ベクレル｣ や ｢シーベルト｣ は放射線に関する単位です。例
えば、専用の測定器を使って土壌や食品の放射能を測れば、どんな放射性物質がどれ
だけ含まれているかを知ることができます。ベクレルというのはこうした放射能の強
さを表す単位です。シーベルトというのは、人体への影響の大きさを表す単位です（詳
しくは「6. 放射線の単位」を参照）。
　放射性物質が多くあるところはどこなのか、手で持ち運びができるサーベイメータ
という機械を使って特定することができます。また物質が出す放射線の強さや種類も、
人間が受ける放射線の大きさも、サーベイメータで調べることができます。
　さらに、さまざまな調査研究の結果から、事故の影響で受けている放射線と自然か
ら受けている放射線のそれぞれの量や合計量も知ることができます。
　このように放射線の測定が容易であることを利用し、放射線の管理や防護が考えら
れています。
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被ばくの種類 
外部被ばく 

体の外側からの被ばく 

全身被ばく 

局所被ばく 

放射性物質 
などの線源 

汚染された本人、 
および周囲の人々が 
被ばくする可能性が 
あります 

体表面汚染 

体の内側からの被ばく 

吸入 
飲食 

内部被ばく 

はじめに 

放射性物質 

傷口 

放射性物質から放射線を受ける事を放射線被ばくといいます。一方、放射能汚染と
は、放射性物質の存在によって物（人も含めて）や場所が汚染されることです。つま 
り、放射能汚染は通常存在しない場所に放射性物質が存在することを示すものです。
　体の外にある放射性物質から、放射線を受けることを外部被ばくと呼びます。
　空気中に飛散した放射性物質を空気とともに吸い込んだり、汚染された飲食物を取
り込んだりすると、体の中から放射線を受けることになります。また傷口からも放射
性物質が体の中に入ることがあります。この状況を内部被ばくと呼びます。
　放射線の種類によって、空気中や体の中での通りやすさが異なるため、外部被ばく
と内部被ばくでは、問題になる放射線の種類（α（アルファ）線、β（ベータ）線、
γ（ガンマ）線：詳しくは「3．放射線」を参照）や放射性物質（核種）が異なります。
　また、放射性物質が体の表面に付いた状態を体表面汚染と呼びます。この場合、汚
染した本人も被ばくをしますが、周囲の人々が二次的に汚染し、被ばくする可能性も
あります。体表面に付着した、放射性物質が鼻・口・傷口から侵入すれば体内汚染と
なり内部被ばくの原因にもなります。
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